
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（お母さんの会）あいうえお presentｓ 

【今月の絵本】 アーカイブ 2023.4～9  

裏面もどうぞ 

 

初めまして。「あいうえお」です。初開催時は 

この大型絵本から、ご挨拶を兼ねて 

始めています。可愛らしい絵と心地良い 

メロディは、参加者の緊張した心を和ませ、 

瞬時に絵本の世界にぐっと引き寄せます。 

そろそろ新しい出会いを求め、この絵本を 

携えて活動再開したい春です。 

（お母さんの会）あいうえお 
横山大枝 年間 6000冊近く児童書絵本が発行され 

る中、時代の変化に左右されず愛され 

続けるミリオン本も多い。 

美しい日本語と迫力ある絵。特に 

赤羽末吉の描く昔話はずっと読み継いで 

いきたく、私達の会でもよくとりあげる。 

この本は菖蒲咲き誇る諸戸氏庭園を子ども 

たちと巡るとき、一緒に楽しむことが多い。 

子どもの日に菖蒲湯に入るのはどうしてか？ 

柏もちや よもぎもちを食べるのは 

どうしてか。日本の行事やしきたりを 

知ることができるのも面白い。    

いつも鬼ババ役の  

あいうえお 水谷浩子 

 

『なんげえはなしっこしかへがな』 
文 北 彰介 

絵 太田 大八 

出版社 BL出版 

「めっきらもっきら どおん どん」 

なんとも不思議な題名の絵本です。 

かんたと３人の妖怪達との楽しい遊びが 

ページいっぱいに描かれていて、 

読み終えたときには 

「めっきらもっきらどおんどん」と何度も 

口に出して言いたくなりますよ。 

（お母さんの会）あいうえお 

   中村 

 

『おつきみうさぎ』 
作者 中川 ひろたか 

絵 村上 康成 

出版社 童心社 
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大型絵本 『はじめまして』 

たんぽぽえほんシリーズ 

作・曲 新沢 としひこ 

絵 大和田 美鈴 

出版社 鈴木出版 

 

『くわずにょうぼう』 

《こどものとも》 傑作集 
再話 福田 和子 

画 赤羽 末吉 

出版社 福音館書店 

 

私がご紹介するのは、 

「なんげえはなしっこ 

しかへがな」という 

絵本です。 

「長いお話をして 

やろうかな」と 

いう意味ですが、 

なんとも あったかい 

ひびきです。これは、北国津軽地方で、 

まだテレビやラジオなどがなかった昔に、 

おばあさんが私達に語った方言の 

昔話です。方言は、細かいところまでは 

わかりづらいものですが、くりかえし 

出てくる言葉のリズムがおもしろくて、 

心地いいです。この本の中には、 

季節感のある七つのお話がありますので、 

声に出して読んで、楽しんでみてください。  

（お母さんの会）あいうえお  

葛山 みどり 

『と おもったら……』 

作 イエラ・マリ 

訳 栗栖 カイ 

出版社 ブロンズ新社 

 私たちの絵本の会は、長いお話と 

お話の間に小休憩とリフレッシュを 

兼ねて、クイズや手遊び、ことば 

あそびなどを取り入れています。 

美しい色とデザインで構成されて 

いるこの絵本はまさにうってつけ。 

「○○とおもったら」の繰り返しが 

楽しく、表紙のウニが次々に 

変化していきます。 

イメージの数珠つなぎに目が 

離せません。最後のオチは 

想像どおりだったでしょうか？！ 

一度、手に取ってみて下さい。 

（お母さんの会）あいうえお  

伊藤 環 

 

『めっきらもっきらどおんどん』 
作者 長谷川 摂子 

絵 ふりや なな 

出版社 福音館書店 

 

 

暑い夏が過ぎ、ススキが風に 

そよぐ頃この絵本を 

おススメします。今年の中秋の 

名月は 9月 29日（金）。 

ぜひ夜空を見上げて 

みてください。お月様の中に  

きっと うさぎさんがいますよ。 

（お母さんの会）あいうえお  

則武 

 



 

 

 

 

 

市民活動団体のみなさまの参考になりそうな本を選んでいますが、担当者の趣味も若干…。 

１月                  ２月                  ３月 
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７月                  ８月                  ９月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の 1冊 【私の本棚】  
私の本棚は市民活動センターでスタッフが 

今月の 1冊として市民活動に役に立つ本を

紹介しているコーナーです！ 

2023.1～9 

 

裏面もどうぞ 

『ドイツの地方都市は 

なぜ元気なのか 

～小さな街の輝くクオリティ』 

高松平蔵、学芸出版社、2008 

『老いる家 崩れる街 

～住宅過剰社会の末路』 

野澤 千絵、 

講談社現代新書、2016 

『思いがけず利他』 

中島岳志、ミシマ社、2021 

『なめらかなお金がめぐる社会』 

家入一真、 

ディスカヴァー２１、2017 

『あなたのまちの政治は案外、 

あなたの力でも変えられる』 

五十嵐 立青、 

ディスカヴァー携書、2015 

『地方は活性化するか否か 

～マンガでわかる地方のこれから』 

こばやし たけし、 

学研プラス、2015 

『多様性の科学』 

マシュー・サイド、 

ディスカヴァー21、2021 

『人生を面白くする本物の教養』 

出口 治明、 

幻冬舎新書、2015 

『注文をまちがえる料理店』 

小国 士朗、 

あさ出版、2017 


